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③
国
の
新
補
助
制
度
の
動
き
と
あ
わ
せ
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

④
谷
地
山
に
共
同
ア
ン
テ
ナ
を
建
設
し
て

対
応
す
る
予
定
で
す
。

姥
屋
敷
小
中
学
校
の
新
築
は

　

姥
屋
敷
小
中
学
校
の
新
築
計
画
の

展
望
は
。

　

児
童
・
生
徒
数
が
減
少
傾
向
に
あ

り
、
地
域
と
相
談
し
て
方
向
性
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
た
付
き
側
溝
へ
の
整
備
は

　

宅
地
開
発
指
導
要
綱
以
前
に
造
成

さ
れ
た
団
地
の
側
溝
は
蓋
な
し
が
多
い

が
蓋
付
き
に
整
備
す
る
計
画
を
示
せ
。

　

財
源
の
関
係
か
ら
緊
急
性
に
応
じ

て
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

川原　　清 議員
地デジ難視聴の解消は

共同のアンテナで対応

　

23
年
か
ら
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

変
わ
る
が
、
難
視
聴
地
域
解
消
に
先
進

自
治
体
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
な
ど
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

①
地
デ
ジ
化
で
本
村
の
難
視
聴
地
域
は
ど
の
程

度
想
定
さ
れ
る
か
。

②
本
村
の
共
聴
組
合
、
共
同
ア
ン
テ
ナ
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
実
態
は
。

③
共
聴
組
合
等
は
23
年
に
は
ど
う
変
る
の
か
。

再
負
担
は
あ
る
の
か
。

④
難
視
聴
地
域
解
消
の
具
体
策
は
。

①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
試
算
で
は
２
地
域
・
４
％

程
度
が
受
信
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

②
共
同
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
地
域
は
10
箇
所

１，
３
６
６
世
帯
で
す
。

Q1

柳
村
村
長
の
基
本
方
針
は

行
財
政
プ
ラ
ン
の
構
築
で

角
掛　

邦
彦 

議
員

広
域
合
併
へ
の
考
え
は
。

　　

村
民
の
意
向
を
最
優
先
に
、
合
意

形
成
を
図
り
ま
す
。

　

情
報
を
公
開
し
、
定
期
的
に
村
民
の
意

向
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
2
年
に
１
回
）
な
ど
を
行
い
、
機
運
が
醸

成
さ
れ
た
段
階
で
、
選
択
肢
の
中
か
ら
、
住

民
投
票
に
よ
り
、
村
の
将
来
あ
る
べ
き
姿

を
決
定
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
と
そ
の
財
源
を
伺
う
。

①
企
業
誘
致
の
施
策
は
。

②
行
財
政
改
革
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
。

③
第
５
次
総
合
計
画
は
見
直
し
か
継
承
か
。

　

①
雇
用
の
確
保
お
よ
び
財
源
確
保

と
い
う
観
点
か
ら
、
公
約
に
掲
げ
た

「
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
築
く
積
極
的

な
企
業
誘
致
」
が
あ
り
ま
す
。
最
重
要

課
題
で
あ
る
「
地
域
産
業
の
経
営
基
盤
の

育
成
・
強
化
と
積
極
的
な
企
業
誘
致
に

よ
る
雇
用
拡
大
」
を
関
係
機
関
と
の
連

携
で
推
進
し
ま
す
。

②
行
財
政
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
中
期
財
政
見

通
し
を
住
民
に
示
し
な
が
ら
、
新
た
な
視

点
に
よ
る
行
財
政
改
革
の
必
要
性
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

③
第
５
次
総
合
計
画
の
見
直
し
か
、
継
承

か
に
つ
い
て
は
、
前
期
基
本
計
画
（
23
年

3
月
ま
で
）
は
継
承
し
ま
す
が
、
実
行
計

画
は
住
民
ニ
ー
ズ
、
村
財
政
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
に
つ
い
て
、
そ
の
都
度
見
極

め
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　　

地
域
福
祉
と
教
育
文
化
の
拠
点
構

想
は
。

　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
公
民
館

を
併
設
す
る
総
合
施
設
は
、
設
置
の

意
義
や
建
設
方
法
、
運
営
主
体
の
考
え
方
、

充
当
す
る
財
源
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
課

題
が
多
い
こ
と
か
ら
、
住
民
と
合
意
形
成

を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

時
期
的
に
は
、
任
期
中
の
後
半
ま
で
に

具
体
化
さ
せ
て
、
第
5
次
総
合
計
画
の
後

期
基
本
計
画
に
盛
り
込
み
、
財
源
確
保
の

観
点
か
ら
基
金
を
創
設
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
具
体
的
な
財
源
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q1

（
春
緑
ク
ラ
ブ
）
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▲盛岡西リサーチパークに設置されている地デジ対応の共同アンテナ
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：構想対象市町村 
（　、　、　　　） 

：「県南地域」 

：構想対象市町村 
（　 ）、かつ、「県南地域」 

～ 
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「
自
主
的
な
市
町
村
の
合
併
の
推
進
に
関
す
る
構
想
」 

　
　

組
合
せ
地
図
（
18
年
4
月
岩
手
県
策
定
）


